
森本・富樫断層帯の長期評価
改訂のポイント

平成25年11月
地震調査研究推進本部 事務局

【前回評価のまとめ】
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森本・富樫断層帯の評価
平成13年（2001年）12月12日公表

長さ 約26km

上端の深さ ０km

一般走向 北北東－西南西

傾斜 東傾斜

幅 不明

ずれの向きと種類 東側隆起の逆断層

平均的なずれの速度 概ね１m／千年
（上下成分）

最新活動時期 約２千年前以後
（－約２百年前）

１回のずれ量 概ね２m
（上下成分）

平均活動間隔 約２千年

地震の規模 M7.2程度

地震発生確率（30年） ほぼ０％－５％

（2013年1月1日時点の値は、ほぼ０－６％）



前回評価での課題
• 断層帯の活動時期に関するデータが十分に得られていない

– 活動履歴の調査はいずれも副断層で実施されたもの

– 主断層では活動履歴の調査が行われていない
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• 副断層の活動時期には主断層も活動する
• 主断層だけが活動し、副断層が活動しない場合もある
→副断層の活動がない時期に、主断層が活動していないとは限らない

（主断層と副断層の活動時期の考え方）

主断層 副断層

断層帯の最新活動時期を精度良く得るためには、
主断層自体の活動履歴に関する調査が必要

主断層 副断層

改訂の経緯
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前回評価：平成13年（2001年）12月公表

補完調査の対象に選定

森本・富樫断層帯の長期評価の一部改訂を実施

前回評価以後の調査・観測成果
【活断層の分布】：池田ほか（2002）「逆断層アトラス」

中田・今泉編（2002）「活断層詳細デジタルマップ」
堤ほか（2010）都市圏活断層図「邑知潟西南部」

【平均変位速度】：木村（2002），中村ほか（2003，2006）
【断層面の形態】：産業技術総合研究所（2008）（＝補完調査）
【活 動 履 歴】：産業技術総合研究所（2008），平松・小阪（2013）

• 今後30年に地震が発生する確率：ほぼ0-5%
• 最大値を取ると今後30年以内に地震が発生する確率が我が国の主な
活断層の中で高いグループ

• しかし、最新活動時期など活動履歴が十分に解明されていない



改訂のポイント

• 前回評価以後の新たな調査研究の成果を反映
– 追加・補完調査（産総研（2008））

• 主断層の活動時期
• 断層の地下形状（断層面の傾斜角）

• 14C年代値の見直しと暦年再較正
• 断層長から1回変位量を推定する経験式の変更

– 松田（1975）から松田ほか（1980）へ

• その他
– 断層位置の計測方法の変更（世界測地系へ移行、GIS上で計測）
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松田(1975) logL=0.6M-2.9 
logD=0.6M-4.0

松田ほか(1980)  D=10-1L

D：ネットスリップ

（前回評価から新たなデータが得られていない項目は、原則として現状維持）

前回評価公表後に新たに行われた調査研究

利屋地点（産業技術総合研究所，2008）
・反射法地震探査
・群列ジオスライサー・ボーリング

鶴来地点（産業技術総合研究所，2008）
・地形断面測量

金沢南西（木村，2002；中村ほか，2003）
・地形面編年、地形断面
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部入道地点（平松・小
阪，2013）
・噴砂痕調査

断層の位置・形状：
新たな成果（池田ほか，2002） 、
中田・今泉編，2002）、堤ほか
（2010）では延長部等の報告なし

↓
断層位置は現状維持

１

２

梅田北（トレンチ、副断層）

梅田南（トレンチ、副断層）

Ａ 反射法弾性波探査

評価済みの調査

長さ 約26km



【暦年補正の再較正】

http://earth.s.kanazawa-u.ac.jp/ishiwata/labo/morimoto.html
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西東

西東

梅田北トレンチ（石川県、１９９７、１９９９）：副断層

トレンチ位置
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西東

梅田北トレンチ（石川県、１９９７、１９９９）：副断層【暦年補正の再較正】

西 東

南壁面 北壁面

変形

変形なし

暦年補正結果：
C-26：1987-1824yBP→BC37-AD126：約2千年前～2世紀
C-30：1705-1567yBP→AD245-AD383：3－4世紀

約2千年前以後、4世紀以前に活動

C-30C-29 C-23

C-26



産業技術総合研究所（2008）【断層面の傾斜】
（利屋地点：主断層）

撓曲崖

P波反射法地震探査
↓

深度600m以浅
における断層面の傾斜
の再解釈

↓
東傾斜 40-60°程度
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従来評価では
東傾斜

大桑層（更新
統）～中新統

西 東

Ⅲc層

Ⅷ層

東→←西

産業技術総合研究所（2008）の解釈

■最新活動：Ⅷ層堆積以後、Ⅲc層堆積以前
（約７千１百年前以後、10世紀以前）
■この間に活動

■1回の上下変位量は不明。

■最新活動：VI層堆積以降、IV層堆
積前

（約９百－２千７百年前以後、約７百
－１千１百年前以前）
■1回の上下変位量：約2.3m（信頼性
は高くない）
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評価文
• Ⅲc層：変形を受けていない
• Ⅷ層：撓曲変形を受けている

【活動履歴】
（利屋地点）主断層でのジオスライサー、ボーリング調査

産業技術総合研究所（2008）

Ⅳ層

Ⅵ層
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最新活動時期：
約２千年前以後―４世紀以前

イベントダイアグラム

副断層
主断層の活動時に必ず動くとは限ら
ない（＝“イベントがない”証拠にはな
らない）

主断層

梅田北地点（副断層）の
最新活動年代を採用

【過去の断層活動】

• 主断層では10世紀以後の活動は認められて
いない

• 平均活動間隔（1700年～2200年）を考慮

副断層で認められた活動ではあるが、約２千年
前以後、４世紀以前の活動を本断層帯の最新活
動とみなした。

仮に、この活動以後10世紀までに別の活動があったとすると、
地震後の経過時間が短くなるため、地震発生確率は低くなる
ことになる。

• 断層面の傾斜角が求められたことで、１回の活動による上下変位量が得られ、平均活動間隔
の値が変更（→地震発生確率の上限値が高くなった）

• 最新活動時期が前回評価よりも古い時代に絞り込まれた結果、確率の下限値が高くなった
• 最大値を取ると今後30年以内に地震が発生する確率が我が国の主な活断層の中で高いグ
ループ（変更なし）

【地震発生確率等】
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＜計算に用いる情報＞
断層長さ：２６ｋｍ （変更なし）
平均変位速度（上下成分）： 概ね１m／千年（変更なし）
最新活動時期：約２千年前以後、４世紀以前
傾斜角：40－60°
松田ほか（１９８０）式：D（m）＝0.1×L（km）

１回変位量：
松田ほか（１９８０）式より、１回変位量（ネットスリップ） → 2.6m （３m程度：全体）
傾斜角40－60度 → １回上下変位量 ≒ 1.7～2.2 m （２m程度）

平均活動間隔＝１回変位量（上下成分）／平均変位速度（上下成分）
1.7～2.2 m／ ( 概ね1 m／1000年）＝1700～2200年程度

地震発生確率（BPT分布）
30年以内発生確率：２％～８％

地震後経過率 最小：1613年前（４世紀最後の年）／2200年≒ 0.7
最大：2000年前／1700年≒ 1.2



【今回の評価のまとめ】 森本・富樫断層帯の特性

長さ 約26km

上端の深さ ０km

一般走向 N26°E

傾斜
東傾斜40-60°
（深度600m以浅）

幅 17-31km程度

ずれの向きと種類 東側隆起の逆断層

平均的なずれの速度
概ね１m／千年
（上下成分）

最新活動時期 約２千年前以後、４世紀以前

１回のずれ量
３ｍ程度（全体）
２m程度（上下成分）

平均活動間隔 約１千７百－２千２百年程度

地震の規模 M7.2程度

地震発生確率（30年） ２％－８％

• 断層面の傾斜角、最新活動時期について新たな情報が得られた結果、地震発生確率が高くなった
• 最大値を取ると今後30年以内の地震発生確率が我が国の主な活断層の中で高いグループ（変更
なし）

• なお、今回の評価は森本・富樫断層帯全体が活動する場合を評価したもの
⇒ 断層帯の一部が活動してM7.2より小さい規模の地震を起こす場合は評価に含まれていない
（1799年金沢の地震（M6.0±1/4）がそのような地震である可能性） 13

森本・富樫断層帯 前回の評価
（平成13年（2001年）12月12日）

今回の評価

（平成25年（2013年）11月22日）

断層帯の位置 （北端）36°40′
136°44′

（南端）36°28′
136°37′

（北端）36°40.1′
136°44.4′

（南端）36°27.6′
136°36.9′

一般走向 北北東－南南西 N26°E
傾斜 東傾斜 東傾斜

40-60°（深度600m以浅）
幅 不明 17-31km程度

地震発生層下限深度（約15-20km）と傾
斜角による

１回のずれ量 概ね２m（上下成分） ３ｍ程度（全体）
２m程度（上下成分）
松田ほか（1980）採用と傾斜角による

最新活動時期 約２千年前以後（－２百年前） 約２千年前以後、４世紀以前

平均活動間隔 約２千年 １千７百―２千２百年程度

地震発生確率（30年） ほぼ０%－５% ２%－８%

【変更点】
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（2013年1月1日時点の値は、ほぼ０－６％）


